
◆目標管理者

Ｈ２８
重点施策

分野：道路・交通
施策：公共交通の充実

分野：住宅・住生活
施策：市街地の整備と土地
利用の適切な誘導

②

【取り組み】
・今後増える空き家等に対して、対策を講じる必要があることか
ら、市内全域の実態調査を行い、その結果を踏まえ空き家対策計
画を策定します。
・空き家等の所有者と不動産を求めている人とのマッチングを行
う空き家情報バンクの設置を行い、空き家等の利活用を進めま
す。
（事業費19,852千円）

【成果目標】
　空き家等対策計画を策定します。

③

【取り組み】
　市街化が顕著な南草津駅周辺地区にふさわしい土地利用を実
現し、健全かつ計画的な市街地の形成と地域の発展を図るため、
組合施行で実施される当該土地区画整理事業に対して支援を行
います。
　（事業費　127,714千円）

【成果目標】
　住まいと住生活に魅力があると感じる市民の割合
　　　16.0%　（平成27年度　15.1%）
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・将来の人口減少を見据え、市街地の拡大を基調とした拡散型の開
発整備から、中心市街地を中心とした集約型都市構造への転換や全
国的に問題となっている空き家等に関する対応が求められていま
す。
・本市では、高い自家用車依存率を占めており、慢性的に交通渋滞
が起こっています。特に両駅の駅前ロータリーにおける朝夕の混雑は
悪化しており、その影響もあり、公共交通機関の維持・確保が厳しく
なってきています。

①

　公共交通等の充実など、日常生活に必要なサービスや行政サービスが
住まいなどの身近に存在する「コンパクトシティ＋ネットワークのまちづく
り」の実現を目指します。また、中心市街地と郊外部がともにバランス良く
発展するような、まちづくりを目指します。

①

【取り組み】
　公共交通網で結ばれたコンパクトな都市構造を目指し、より安
心して暮らせる居住環境の確保や充実した都市機能の誘導を図
るための立地適正化計画（案）を策定します。　（事業費 　6,783千
円)

【成果目標】
　住まいと住生活に魅力があると感じる市民の割合
　　　16.0%　（平成27年度　15.1%）

④

【取り組み】
・地域公共交通網形成計画を策定します。（事業費　12,636千円）
・駅前ロータリーへの自動車等の進入規制や時間帯規制による
周辺道路等への交通影響調査の実施およびロータリーの改良
等、実施可能な施策の調査検討を行います。　（事業費　12,950
千円）

【成果目標】
　公共交通機関の便がよいと感じる市民の割合
　　　42.0%　（平成27年度　41.1%）

　１．現状認識
　　　（重点目標の背景となる現状・社会の動向・現場の課題など）

　２．重点目標 　　３．目標達成のための取り組みと成果目標 総合計画上の位置づけ

55,726 24,216 31,510

合計 56 1 4 10 8 79

『心地よさ』が感じられるまちづくりの推進のために

◆人口減少社会、超高齢社会の到来を見据え、コンパクトで賑わいと魅力のあふれるまちづくりを実現するための持続可能な都市基盤の整備に
取り組むとともに、良好な景観の保全・活用、創出につながる、ふるさと草津の心を育む景観づくりに取り組みます。
◆“元気”と“うるおい”のある生活交流都市の創造を基本理念とし、中心市街地の活性化に取り組み、住みやすく魅力的な都市への再生に取り
組みます。
◆平成29年春の供用開始に向け、草津川跡地を質の高い緑空間にするとともに、経済活動の展開を図り、また、多様な市民活動の場として、多
くの人が関わるにぎわいある魅力的な空間となるよう取り組みます。
◆全国的に問題となっている空き家等対策に取り組みます。また、災害に強いまちづくりを目指し、旧耐震構造の住宅の耐震化に取り組むととも
に、緊急時や震災発生時の避難経路の確保ができるよう、狭あい道路の整備に取り組みます。
◆市民生活に必要な交通の確保や交通負荷の低減、集約型都市構造の実現を目指し、公共交通の充実、利便性の向上等に取り組むとともに、
安全安心かつ人や環境にやさしいまちづくりの一環として、総合的かつ計画的に自転車の利用環境の整備などに取り組みます。
◆活気ある都市を実現するため、都市計画の立案、開発事業への適正な指導を行います。

建築課 16 2 2 2 22

2,176,464 1,726,160

1 6 6,853 4,311 2,542

交通政策課 5 6 1 12 488,771 246,038

450,304

79,214

草津川跡地整備課 12 2 14 174,389 133,543 40,846

まちなか再生課 4 1 1 6 81,014 1,800

242,733

開発調整課 5

－ － －

都市計画課 9 2 1 2 14 1,369,711 1,316,252 53,459

経営層（部長、副部長） 5 5

部長　　　田邊　好彦

理事　　　六郷　昌記

理事　　　吉川　寛

◆部局の役割・目標像 ◆職員数および当初予算規模

歳出（職員費を除く） 特定財源 一般財源

当初予算規模（千円）
所属

職員数（人）

正規 特任 再任用 嘱託 臨時 総計

《平成２８年度　都市計画部　組織目標》　 ・・・平成２８年度予算重点施策に
関連する項目には、「３．目標
達成のための取り組みと成果
目標」欄に、左の記号を記載
しています。
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Ｈ２８
重点施策

分野：住宅・住生活
施策：中心市街地の基盤整
備

重点⑥-2
（リーディング）
中心市街地活

性化
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　まちなかの貴重な都市空間である草津川跡地の有効活用が求めら
れています。

③
　優先整備区間である区間2および区間5について、平成29年春の供用開
始に向けて、植栽、建築工事等を進めていくとともに、供用開始後の維持
管理体制を整える。

⑥

【取り組み】
　草津川跡地の区間2と区間5を整備します。
 （事業費）
　 　工事費　委託費等　　2,346,697千円
 　　（うち平成２７年度予算明許繰越　2,172,308千円）

【成果目標】
　整備進捗率　40%　（平成27年度　22％）
　（※整備進捗率＝整備面積/全体面積×100）

分野：うるおい・景観
施策：草津川跡地の整備

重点⑥-1
（リーディング）
草津川跡地

2

・中心市街地の衰退が都市機能の低下を招き、市全体が疲弊するこ
とが懸念されています。
・空き店舗が増加するなど、賑わいや交流の場としての中心市街地
の魅力・活力が低下しています。

②

　市街地の整備改善、都市福利施設の整備、まちなか居住の推進、商業
の活性化、公共交通の利便増進の視点で総合的に取り組むなど、景観に
配慮した賑わいのある、歩いて暮らせる魅力ある都市づくりを進めていき
ます。

⑤

【取り組み】
○中心市街地の賑わい創出事業
　草津駅東口緑化広場niwa+（ニワタス）の整備効果をさらにまち
なかへ広げるため、草津川跡地テナントミックス事業や魅力店舗
の誘致など、回遊性の高い中心市街地を目指します。
（事業費）
　草津川跡地テナントミックス事業費補助金　46,666千円
　魅力店舗誘致事業費補助金　　　　　　　　    4,000千円
　草津駅前イルミネーション事業費補助金　　  2,000千円

○草津まちづくり株式会社等への支援
  多様なまちづくり関係者による中心市街地の活性化を促進しま
す。
（事業費）
　草津まちづくり株式会社への運営支援補助金　 16,491千円
　草津市中心市街地活性化協議会への負担金　　1,000千円

○北中西・栄町地区市街地再開発事業
（事業費）
　　組合への地盤調査、土地整備業務、補償業務補助金
  　　1,165,598千円

【成果目標】
　まちなかに魅力があると感じる市民の割合
　　　30.0%　（平成27年度　27.2%）

　１．現状認識
　　　（重点目標の背景となる現状・社会の動向・現場の課題など）

　２．重点目標 　　３．目標達成のための取り組みと成果目標 総合計画上の位置づけ
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